XCIJ総会　議事録（詳細記録版）
日時：
2012年7月24日（土），13:00-14:10
場所：
立教大学　立教大学池袋キャンパス マキムホール（１５号館）３階 M302

出席者：
浅島，上野（直），平良，前野，福井，黒田，鈴木（厚），鈴木（賢），上野（秀），渡部，荻野，中島，木下，加藤　　他多数　（順不同，敬称略）
議事進行：
岡本治正（学習院大），木下勉（立教大）
書記：
加藤尚志（早稲田大）
日本ツメガエル研究集会（XCIJ-ALL）および総会と，第6回XCIJ首都圏支部会（XCIJ-MA）研究集会とが急遽合同で開催することになり，北海道から沖縄までの全国23施設から71名（内，学生34名）が参加した。
【開会挨拶】浅島誠（産総研）より
13:04-13:10
Xenopus laevis のゲノムプロジェクトが進行していること，NBRPでは広島大学が中心になってXenopus tropicalis が再採択されるなど，全体の進捗を心から喜んでいる。2006年に，かずさで開催されたXenopus ミーティングには，世界中から350名もの研究者が集まった。フランスのニースで今年12月に第14回 国際ツメガエル会議が開催される。カエルが使いやすいモデル生物であることを示していって欲しい。XCIJが順調に開催され，日本には広島大学両生類研がある。また，私自身，現在は日本学術振興会の理事を務めている立場でもある。日本発のユニークな学術活動を支援しつつ，世界にツメガエルがモデル生物として有用であることを発信し続けたい。できれば今日お集まりの方々が手を挙げて新学術領域などで研究組織化を進め，若い研究者が育って欲しい。勿論，財務省との折衝が必要になる。科学研究費をもっと使いやすくし，研究環境を整備する施策の見直しを進めている。また若手研究者の育成では，単に任期制だけではなく，テニュア・トラック制度導入を支援するプログラムも動いている。そういった施策に皆さんの声が反映するよう，パブリックコメント形成に積極的に参加してほしい。
【報告事項】
1．
Xenopus laevis ゲノムプロジェクト全体の進捗状況（13:10-13:40）

平良眞規（東京大学）
最初にゲノムプロジェクトの全体経過について，次いで日米の作業分担，日本での進捗状況について詳細な報告がされた。
Xenopusゲノムプロジェクト（XGP）推進委員会（委員長：平良）を発足させ，現在21名のメンバーで分担して作業を進めている。文部科学省科学研究費新学術領域研究『生命科学系３分野支援活動』の「ゲノム科学の総合的推進に向けた大規模ゲノム情報生産・高度情報解析支援（ゲノム支援）」が立ち上がり，研究費環境が大きく進展した。首都圏の研究グループ5名がコアになって運営委員会を組織化した。米国でもUC BerkeleyのRichard Harland博士が取りまとめるプロジェクトが既に着手されている。本プロジェクトの目標は，「異質4倍体ゲノム全構造」の解読である。その結果，ゲノム情報の利用によるプロテオミクスや，異質4倍体ゲノム上の同祖遺伝子に関するゲノムワイド解析など，各種の研究展開が可能となる。ゲノム配列を決定するにあたり，世界で唯一の純系である我が国のJ系統を用いて米国Harland博士のグループによりショットガン解読が着手された。
続いて，ゲノム配列解析の日米分担，日本側の進捗・成果（BAC配列解析など），日本側の進捗・成果（ペアエンドRNA seq解析など）などについて報告された。
【質疑より】
· ドラフトデータベースの登録は，今年2012年の秋頃ではないかとおもわれる。Gene Modelの完成度も重要であるが，出来れば今年の秋頃を目指したい。同祖遺伝子の発現解析データをどの時点で加えるかなども，推進員会での検討事項となっている。
· 遅延させないために，例えば経費について支援や工夫は必要。国内だけで完結しないBioinformatics作業にヒトが必要である。遺伝研の協力は得られている。今後，FISHの経費も増大する。プローブ費用が大きい。関係者と相談しつつ進めたい。
· 14組織を採取したJ系統成体は，卵も問題なく産める性成熟した個体である。
_________________________________________________________________________________
2．
Xenopus laevis ゲノムプロジェクト：FISH班の進捗状況（13:40-14:20）

宇野好宣（名古屋大学） 
パイロット実験として，cDNAのFISH解析を実施したところ，ほとんどのcDNA（83%）で2対の同祖染色体にシグナルが検出された。X. laevis とX. tropicalisとで染色体の遺伝子連鎖群は高度に保存されており、オーダーもほとんど一致していた。したがってX. tropicalis の染色体マップを参考にすれば，X. laevis における染色体位置は推定可能である。
そのほか，BACクローンの FISH解析では，現在までに94クローンを対象とし，87クローンについてBAC-FISHを実施，同祖染色体遺伝子58クローン，29対について，染色体上の位置が確認できた。
【質疑より】
· 同祖遺伝子a，bの区別だが，アセンブルの結果を解釈する際に重要になる。aがついているものは，発現量がより多いことが考えられるが，aとbの染色体上の位置関係は，ランダムな印象がある。
· BACだと1個で，cDNAだと2個のシグナルになる点が，cDNAの場合は，同祖遺伝子間の配列類似性は９０％以上であるので，FISHで完全に交差を区別することができない。BACの場合はイントロンを含むので，かなり特異性が高くなる。
· 昨年発表されたグリーンアノールの例を参考にすると，X. laevisの場合は全て大型染色体なので，1000個くらい調べれば全遺伝子はカバーできる。
· 同祖遺伝子が1対の同祖染色体にマップされたイレギュラーな事例については，追試を要する
· BAC配列の確定が必要なことや，Xenbaseに登録された同祖遺伝子a，bの整合性などが不確定な結果の背後にある。同祖遺伝子であることは，最終的にゲノム配列解読に確定されるべきことである。
· 同祖遺伝子a，bの発現量について，比較的広い領域的単位で決まっている，とした5月に開催された国立遺伝研の会合の平良先生の報告については，特に根拠があって記載されたものではない。
3.
第三期NBRP（14:00-14:30）

鈴木厚（広島大両生類研）
ネッタイツメガエルのNBRP（代表：住田正幸）は，2002年より第一期，第ニ期と継続し，10年経過した。そこで今年の1～2月に第三期の申請をしたが，提供数，ユーザー数の伸び悩みを理由に，文科省に却下されてしまった。これを受けて大幅な提案改善を組み入れ，X. tropicalis 1本で第三期を再申請し採択され，東大・産総研の協力を得て6月から第三期がスタートした。11月21日に東京（於：東京コンファレンスセンター・大ホール）で開催するNBRPシンポジウムのタイトルは，文科省より「第三期の挑戦」となっており，NBRP推進委員の緊張も伝わってきている。X. tropicalisの第三期を成功させ，第四期ではX. laevis と合体するプロジェクトに成長させたい。第一期，第二期では，X. tropicalisの系統（5系統：安田，Ivory Coast，Nigerian，Golden，浅島）維持，増殖，配布を行い，トランスジェニックも作出する，としていた。
第三期ではこれに加えて，ゲノム情報が整備されているNigerian系統を重点化する。さらにユーザー数拡大のために，サポート体制を充実化する。特に，標的遺伝子破壊などのプロトコル整備と発信，実験技術講習会の開催（飼育法，マイロインジェクション法，WISH法等々），生体外リソースの提供，WEBフォーラムによるインタラクティブ情報交換システムの構築，オープンラボ開設（広島大・両生類研）を行う。
最後の評価指標は，「提供数」でされる。例えば，本総会に参加する70名が，年1回，各人に10匹提供できれば合計700匹となり，それだけで年間の目標数値をクリアする。
その他，第三期の組織体制の説明，標的遺伝子破壊手法の概要の紹介，オープンラボやWEBフォーラムの開設について説明があった。
第三期における国際連携では，現在世界に３箇所あるリソースセンター，すなわち日本の広島－筑波（産総研），英国University of Portsmouthに立ち上がったEuropean Xenopus Resource Centre（EXRC），米国The Marine Biological Laboratory（Woods Hole, MA）で立ち上がったNational Xenopus Resource（NXR）との連携を予定しており，2012年9月，フランスにおけるXenopus Meetingにて，協力関係を具体的に打ち合わせる。
【質疑より】
· X. tropicalis のメリットは，遺伝子破壊にある。そうして実績を積み上げれば，NBRPが切れても皆がちゃんとついてくる。X. tropicalisの方が表現型は出やすい，という事実があれば，X. laevisで苦労している研究者をもっと呼び込める。そういう比較データが重要である。
· 現在，遺伝子破壊法の立上げは順調に進んでいる。モルフォリノでも2倍体だと表現型が出やすい。そういった実績を本日のような報告の機会でもっとアピールしていきたい。
· 過去，実際に困ったことは，個体の送付法と，研究機関同士のやり取りであったが，送付方法に関しては，かなり改善されている。温度管理も対策され，北海道，東北の一部，および沖縄を除く地域への送付体制が完成した。
· MTAに関しては， NBRP全体の方針に依存して，だんだんと煩雑になっている。
· MTAが複雑，煩雑なので直ぐにリクエストに応えて送付することが大変である。代表者を学長ではなく，研究科長でも認めるなどの工夫が必要。
· X. tropicalis ならではのメリットづくりに注力していってほしい。たとえば，アルビノを作出するなど。また，誰にでも使え，繁殖の容易な強い雑種，系統の作出なども重要。雑種であっても，実際にはNigerianとIvory Coastとを比較すると，コーディング領域の塩基配列はほとんど変わらない場合もある（コーディング領域の配列が違うことも結構あるので一概にはいえない）。コンベンショナル雑種でダメだったら，Nigerianで実験する，という進め方もある。
· せっかく経験を積んだスタッフが育っても，4月に事業中断になった時点で離職せざるをえない状況が発生した。4系統の維持と，Nigerianの重点化をカバーすることを考えると，今直ぐに雑種開発などの取組みは難しい。
